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1．研究進捗状況と成果 

全体としておおむね計画通り進捗している。具体的には、東大、農大、立命大、産総研の

各拠点でワークショップを実施し、研究環境の見学およびデモや議論を交えたワークショ

ップを開催し、円滑な共同研究のための基盤となる概念の整理・構築と新たな研究テーマの

創出を実施した。また、非接触技術を用いた生体センシング手法の開発や、オルガノイドを

用いた実験環境構築を実施した。さらに、メタバースを活用した食選好に関する実験におい

て「憑依」下での食行動コントロールに関する予備的な知見を得た。 
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